
【内容目標】定義域におけるグラフが切れ目のない曲線になる関数の性質を理解しよう。
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□関数の連続性

　の整式で表された関数   については，定義域内の

値に対して図１のように

　　　　　　　　　　　　　
 
     

が成り立つ。このことは，   のグラフが切れ目のない曲線に

なっているということでもある。しかし，これらのことが成り立たない

関数もある。（図２は極限が存在しない。図３は極限
 
  

は存在するが、その値が   と等しくない）

　一般に，関数   において，その定義域内のの値に

対して，極限値
 
   が存在し，かつ

 
      が

成り立つとき，「   はで連続である」という。

このとき，   のグラフはでつながっている。

　関数   が指数関数，対数関数，三角関数，分数関数で

　　　　あるとき，   はその定義域内のすべてのの値で連続である。　　

　値が関数   の定義域の左端または右端であるときは，それぞれ　
  
       　

　　　　または　　
  
       が成り立つならば，   はで連続であるという。

　関数   がで連続でないとき，で不連続であるという。

　　　　このとき，そのグラフはで切れている。

　　関数の極限の性質により，関数   ，   がともにで連続ならば，

　　　　次の関数はいずれもで連続である。

　　　　　   ，      ，      ，      ，
  

  

　　　（ただし，は定数であり，   

  
においては   とする）

　値が関数   の定義域の左端または右端であるときは，それぞれ

各点連続「  がで連続」

　
 ⅰ 

 
   が存在する※

  
  

  
  

 ⅱ 
 
   

　　■　視覚的には「  がでつながっている」ということ　■

連続であるかは次の２つが重要!

①極限値
 
  が存在すること

② は定義域に属すること

　すなわち  の値が存在すること

　　　　　　
  
       　　または　　

  
      

が成り立つならば，   はで連続であるという。
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









  

例１８）        

  
        

  
      

        

＜注意＞　関数      は定義域内のすべてのの値で連続である。





 





 





 








　　を超えない最大の整数を  で表す。

　　記号  をガウス記号という。

　　たとえば，  ，  である。

　　     とすると，関数   のグラフは

　　右の図のようになり，が整数の値をとるところで切れている。

　　（すべての整数に対して
 
  が存在しない）

　補足　実数について，を満たす整数が  である

例１９）      

  
    

  
    

     

       

練習３６）     

                  








 
      

 
    

 
        

 
      

      








 
         

 
       

     

       



      
 
        

 
             
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□区間における連続

　集合   ，   ，   ，   などを区間といい，それぞれ

   ，   ，，  ，   のように書き表す。実数全体の集合は，   で表す。

　また，区間   を開区間といい，区間   を閉区間という。関数   が，ある区間

のすべてのの値で連続であるとき，   はその区間で連続であるという。また，定義域内のすべ

てのの値で連続な関数を連続関数という。

　一般に，関数   と   が区間でともに連続ならば，関数   ，      ，  

   ，      はいずれも区間で連続である。ただし，は定数とする。また，関数   

  


定義域に制限なし⇒実数全体











  



 

定義域定義域

　 などは   などとかき、半開区間や右閉左開区間、右開左閉区間という。

　やを用いた区間を無限区間ということがある。

　区間∞∞は通常の実数の範囲では閉集合だが、拡大実数の範囲で考えるならばそうではない。

は区間から   となるの値を除いたそれぞれの区間で定義され，それらの各区間で連続で

ある。

　　の整式で表された関数や，指数関数  ，三角関数

　　， は，区間　   で連続である。

　対数関数   は，区間   で連続である。

　分数関数 

 
は，実数全体のうち，を除いた

　　つの区間   ，   のそれぞれで連続である。

　無理関数   は，区間 で連続である。

練習３７）

           
 

  





 





  

定義域を区間にする

定義域を区間にする

      

  

      

 

    
 

     

 

   
 

  


     
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別紙参照

存在を示すもの（いわゆる存在定理）であり、「具体的にどこにあるか、何個あるか」については分からない

□連続関数の性質

　【 最大値・最小値の原理　】 

　　　　閉区間で連続な関数は，その区間で最大値および最小値をもつ。

　【　中間値の定理　】

　　関数   が閉区間   で連続で，      ならば，   と   の間の任意の

　　値に対して　   ，　　　を満たす実数が少なくともつある。

　中間値の定理から，次に述べるように，方程式の実数解の範囲を推測するための重要な事実が導

  

  











  　関数   が閉区間   で連続で，   と

   の符号が異なれば，方程式   は

 の　範囲に少なくともつの実数解をもつ。

（ボルツァノの定理とよばれる）

かれる。

例２１）         












 

    



 

  

練習３８）     













関数はある範囲内におさまる

→「有界である」という

       



        

   

        

    
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例題）

         













  



       

   

   




    

















      







 

例１４）   













定理に合わせ

閉区間で述べておく



    

       

    

   

    

 

練習３９）     





  










 







 

   
     

  

   
  

   
  

   

  



  は  との共有点だが
  とみると  との共有点である



極限【関数の連続性】  


